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1. 背景と目的 

 植物工場は水耕養液栽培のため微生物感染

が生じやすく殺菌処理が求められる．UV-LED

照射は微生物不活化効果を有するが，植物養液

中鉄分濃度の低下を招く．その代替手段として，

著者等は活性酸素及び窒素種（RONS）を生成

する大気圧低温プラズマ技術に着目してきた．

本研究は，大気圧低温空気プラズマジェット照

射により，植物養液にダメージを与えることな

く養液中の大腸菌，枯草菌，黄色ブドウ球菌を

不活化できたことを報告する．  

 

2. 実験方法 

本研究室で開発した大気圧低温空気プラズ

マジェット装置を用いて，空気プラズマを生成

した．ジェットノズルから3 mm離れた養液表

面へ照射させた．照射時間は0-7分と変化させ

た．養液は濃度4000 ppmの植物養液（協和株式

会社，ハイポニカ）を使用した．懸濁させる細

菌として，食中毒の原因となる大腸菌，枯草菌，

黄色ブドウ球菌の三菌種を用いた．これらの不

活化は，空気プラズマ照射前後のコロニー数を

カウントしlog生存比（= log Nt /N0, ただしN0と

Nt照射前後のコロニー数）により評価した．養

液栄養成分は，Fe, N, P, K含有量を光吸収分光

法とイオン選択性電極法により評価した． 

 

3. 結果と考察 

大腸菌に1 L/minガス流量の空気プラズマを

30秒照射すると，約5桁の不活化効果を示した．

枯草菌についても同様に，20秒の空気プラズマ

照射で同程度の不活化効果が得られた．一方，

黄色ブドウ球菌の不活化には，Figure 1に見ら

れるように，7分もの照射時間を要した．これ

は黄色ブドウ球菌がRONSへの耐性細胞壁（カ

ロチノイドのStaphyloxanthin）を有するためと

考える．しかしながら，Figure 2に見られるよ

うに，養液栄養成分は7分照射しても減少する

ことはなかった．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1. The log survival ratios of Staphylococcus 
aureus suspended in a plant nutrient solution 
irradiated with a 1-L/min air plasma jet, as a function 
of irradiation time.  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2. Fe, N, K, and P content concentrations in a 
plant nutrient solution irradiated with a 1-L/m air 
plasma jet, as a function of irradiation time.  
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